
じんザイくん高千穂中学校では、講話ごとに生徒がクラスを移動して話を聴きました。

後藤氏は「人の役に立ちたい」という思いから、高校生の時から高千穂町社

会福祉協議会主催の研修を受けて、介護分野への進路も考えていたそうです。

職場でのＩＣＴや介護ロボットの導入、介護現場でのレクリエーション活動な

ど、例を挙げながら紹介をしてくださいました。

磯田氏は「傾聴」のワークショップをして、今から取り入れられるコミュニ

ケーションのヒントや相談業務での多職種連携等を教えてくださいました。

馬原氏は理学療法の医療分野と福祉分野での取り組みの違いや高齢者の体の

仕組み等について、体験活動を取り入れながら分かりやすく説明をしてくださ

いました。

今回は高千穂中学校の卒業生が２人も講師で来校してくださり、生徒の皆さ

んも福祉分野で働くことが身近に感じられたのではないでしょうか？みなさん

と一緒に働けることをじんザイくんも楽しみにしています。

1８．高千穂町立高千穂中学校

日時：令和７年２月７日（金）

場所：高千穂町立高千穂中学校 ２年生各教室

講師：特別養護老人ホーム住之江 後藤 隆之祐 氏（介護福祉士）

延岡市南方地域包括支援センター 磯田 晃 氏（社会福祉士）

介護医療院神楽苑 馬原 美穂 氏（理学療法士）

宮崎県社会福祉協議会 宮崎県福祉人材センター
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みやざきの福祉を支える、ひなたの人材確保推進事業 (宮崎県委託)


